
多
く
の
事
実
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
済
生
学
舎
の
こ
と
は
申
す
に
及

ば
ず
、
そ
の
後
身
で
あ
る
私
立
日
本
医
学
専
門
学
校
や
東
京
医
学
専
門

学
校
誕
生
ま
で
の
過
程
や
、
そ
れ
に
か
か
わ
っ
た
非
常
に
多
く
の
人
物

の
行
動
が
手
に
と
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
済
生

学
舎
で
ど
の
よ
う
な
人
物
が
何
を
教
科
書
に
し
て
教
え
て
い
た
か
も
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

目
次
を
ひ
ろ
っ
て
み
る
。

第
一
章
長
谷
川
泰
の
生
い
立
ち

第
二
章
大
学
東
校
時
代
の
長
谷
川
泰

第
三
章
創
立
時
の
済
生
学
舎

第
四
章
済
生
学
舎
の
発
展
史

第
五
章
済
生
学
舎
時
代
の
野
口
英
世

第
六
章
済
生
学
舎
の
女
子
医
学
教
育
及
び
そ
の
周
辺

第
七
章
済
生
学
舎
廃
校
の
歴
史
（
前
篇
）

第
八
章
済
生
学
舎
廃
校
の
歴
史
（
後
篇
）

第
九
章
済
生
学
舎
廃
校
後
の
各
種
講
習
会
及
び
私
立
東
京
医
学

校
・
私
立
日
本
医
学
校

第
十
章
長
谷
川
泰
及
び
済
生
学
舎
年
表

第
十
一
章
資
料
集

全
篇
の
中
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
出
て
く
る
〃
官
尊
民
卑
″
と
い
う
言
葉

へ
の
思
い
入
れ
と
、
軍
医
不
足
と
な
っ
た
時
な
ど
の
行
政
の
身
勝
手
さ

が
、
医
療
政
策
上
の
考
証
で
も
う
少
し
明
確
と
な
れ
ば
、
さ
ら
に
す
ば

ら
し
い
お
仕
事
に
な
る
と
思
う
。

明
治
の
医
人
も
非
常
に
遠
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
の
で
、
み
ず
か

ら
〃
本
郷
の
乞
食
〃
と
称
し
、
〃
本
郷
鎮
台
〃
と
ア
ダ
名
さ
れ
た
長
谷
川

泰
の
奇
癖
に
も
ふ
れ
て
ほ
し
か
っ
た
し
、
済
生
学
舎
に
お
け
る
教
師
の

優
劣
さ
を
き
そ
わ
せ
る
よ
う
な
講
義
の
組
合
せ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
生
徒

は
好
き
な
教
師
の
講
義
を
選
ん
で
聞
け
た
）
に
も
先
駆
性
を
感
ず
る
の
で

ふ
れ
て
ほ
し
か
っ
た
。

唐
沢
先
生
の
今
後
の
研
究
が
さ
ら
に
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
筆
を

燗
く
。

（
中
西
淳
朗
）

〔
日
本
医
事
新
報
社
恥
東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
’
九
、
電
話
○
三

’
三
二
九
二
’
一
五
五
一
、
一
九
九
六
年
十
一
月
、
Ａ
五
判
、
二
二
四
頁
、

二
、
○
六
○
円
〕

山
県
州
医
師
会
細

「
広
島
県
山
県
郡
医
師
会
史
上
・
下
』

本
書
は
下
巻
の
資
料
編
が
平
成
五
年
四
月
三
十
日
に
刊
行
さ
れ
、
上

巻
が
同
八
年
九
月
三
十
日
に
遅
れ
て
発
行
さ
れ
て
、
本
論
篇
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
通
史
編
と
各
論
編
に
分
か
た
れ
、
付
編
と
し
て
医
人
伝

と
現
医
師
会
員
に
よ
る
一
人
一
稿
と
な
り
、
医
事
年
表
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
。
本
書
刊
行
後
、
広
島
県
医
師
会
は
そ
の
速
報
で
、
上
巻
は
一
六

○
一
号
（
平
成
八
年
十
二
月
二
十
五
日
）
の
渡
辺
晋
に
よ
り
、
下
巻
は
一
四

七
九
号
（
平
成
五
年
八
月
五
日
）
に
江
川
義
雄
に
よ
り
書
評
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
書
は
広
島
県
に
お
け
る
一
郡
医
師
会
の
記
録
と
は
な
っ
て
い
る
も
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の
の
、
そ
の
内
容
は
資
料
価
値
の
充
実
し
た
項
目
で
充
た
さ
れ
て
い
る
。

十
余
年
の
歳
月
を
か
け
、
彪
大
な
予
算
を
注
ぎ
、
そ
の
監
修
指
導
は
元

広
島
県
誌
編
纂
委
員
で
現
岡
山
商
科
大
学
教
授
の
土
井
作
治
氏
が
あ
た

っ
た
。
編
蟇
委
員
長
末
田
尚
は
精
根
を
傾
け
て
、
本
書
の
早
期
刊
行
を

目
指
し
た
が
下
巻
上
梓
を
目
前
に
し
て
逝
去
し
た
の
は
、
痛
恨
の
極
み

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
任
委
員
長
・
進
藤
岱
三
も
ま
た
心
筋
梗
塞
の
重
症

発
作
を
克
服
し
、
上
・
下
二
巻
の
完
本
と
し
て
刊
行
し
た
苦
し
く
も
貴

い
難
産
の
記
録
で
も
あ
る
。

記
述
内
容
は
、
委
員
達
が
日
本
医
史
学
に
於
い
て
総
会
や
関
西
支
部

会
、
津
山
洋
学
研
究
会
、
広
島
県
支
部
会
な
ど
で
刮
目
す
べ
き
発
表
し

た
も
の
を
含
め
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
大
項
目
に
つ
い
て
述
べ
る
と
医

史
以
外
の
地
域
環
境
と
生
活
を
産
業
や
人
文
調
査
か
ら
筆
を
起
し
、
地

域
医
療
、
医
家
に
伝
わ
る
日
記
・
文
庫
、
資
料
が
具
体
的
に
記
載
さ
れ
、

疫
病
、
飢
餓
の
記
事
な
ど
一
般
史
家
に
と
っ
て
も
郷
土
資
料
的
に
貴
重

な
研
究
が
あ
る
。
草
深
い
僻
地
に
お
い
て
、
曲
直
獺
道
三
に
関
す
る
雲

陣
夜
話
に
関
す
る
も
の
か
ら
、
本
草
学
に
関
す
る
も
の
、
こ
の
地
よ
り

出
た
蘭
学
者
日
高
凉
台
と
そ
の
関
係
記
事
や
近
世
末
期
の
日
本
文
化
史

を
彩
る
慶
応
義
塾
の
初
代
塾
長
・
古
川
正
雄
、
英
国
流
医
学
の
恩
人
で

あ
り
、
大
阪
府
立
医
学
校
長
の
吉
田
顕
三
な
ど
、
多
く
の
先
人
伝
も
新

し
い
資
料
が
加
え
ら
れ
て
興
味
深
い
。

現
代
に
近
く
な
る
と
、
医
療
機
関
の
変
遷
、
医
師
調
査
表
分
析
、
原

爆
関
係
、
救
急
医
療
活
動
が
あ
り
、
全
員
で
書
こ
う
医
師
会
史
は
一
人

一
頁
で
、
将
来
、
郡
史
料
作
成
の
周
到
な
用
意
も
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

編
集
担
当
の
進
藤
は
、
本
書
に
記
載
洩
れ
の
内
容
や
感
慨
を
平
成
八

年
十
一
月
二
十
三
日
の
広
島
支
部
総
会
で
発
表
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
誌

面
に
あ
わ
せ
て
紹
介
さ
せ
て
貰
う
こ
と
に
す
る
。

地
区
の
計
画
で
は
、
郡
医
師
会
創
立
百
周
年
記
念
と
芸
備
医
学
会
創

立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
本
郡
出
身
者
・
尼
子
四
郎
の
顕
彰
碑
建
立

事
業
が
あ
り
、
そ
の
主
要
事
業
と
し
て
、
十
余
年
の
歳
月
を
注
ぎ
込
み

郡
内
の
旧
医
家
、
郡
外
の
関
係
医
家
と
そ
の
文
言
類
調
査
を
徹
底
的
に

行
な
っ
た
。
県
下
の
郷
土
史
編
纂
事
業
の
中
で
も
、
本
郡
で
の
関
係
図

書
は
名
著
と
評
せ
ら
れ
る
も
の
が
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ

け
に
新
資
料
の
発
見
が
待
た
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
成
果
は
幾
多
の
先
覚
者
、
小
田
怡
仙
、
児
玉
凉
庵
、
日
高
凉
台
、

尼
子
四
郎
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
未
紹
介
の
内
容
も
あ
り
、
医
師
定
住

性
の
高
い
当
地
域
に
お
け
る
医
学
・
医
療
の
歴
史
、
伝
統
が
よ
く
理
解

さ
れ
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
学
会
発
表
で
話
題
と
な
っ
た
「
山
県

草
木
志
」
、
「
及
彼
」
な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
及
彼
研
究
に
は
オ
ラ

ン
ダ
語
の
解
読
に
ボ
イ
ケ
ル
教
授
と
交
見
す
る
程
の
情
熱
を
も
ち
、
曲

直
獺
玄
朔
訳
「
医
学
正
伝
」
研
究
で
は
広
島
市
立
中
央
図
書
館
に
度
々

出
張
し
、
館
員
・
学
芸
員
並
の
馴
染
さ
が
あ
る
程
で
あ
っ
た
り
、
慶
長

十
八
年
の
三
餅
之
弁
豚
論
な
ど
古
医
書
、
記
録
類
は
二
千
点
に
も
達
し

た
。
そ
れ
ら
の
資
料
整
理
は
藤
波
虎
生
嘱
託
が
当
っ
た
。
特
に
収
集
品

の
中
で
未
紹
介
の
も
の
の
中
に
は
随
室
日
記
と
回
生
録
の
診
療
録
が
あ

り
、
文
化
・
文
政
・
嘉
永
の
年
間
の
も
の
で
あ
る
、
と
。

種
痘
関
係
で
は
、
広
島
の
三
宅
春
令
と
並
び
有
名
で
あ
る
児
玉
凉

庵
・
児
玉
有
成
の
事
業
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
資
料
は
先
年

灰
壗
に
帰
し
た
と
い
う
。
明
治
初
年
に
種
痘
術
免
許
を
め
ぐ
っ
て
の
文
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害
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
有
難
い
。

手
紙
類
の
中
に
は
、
英
国
留
学
時
代
の
吉
田
顕
三
か
ら
児
玉
有
成
あ

本
稿
草
稿
中
に
教
示
を
え
た
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
ボ
イ
ケ
ル
夫
人
の
急

逝
が
石
田
純
郎
君
よ
り
入
っ
た
。
本
書
刊
行
に
関
係
し
、
物
故
さ
れ
た

方
々
の
諸
霊
に
も
謹
ん
で
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
江
川
義
雄
）

〔
山
県
郡
医
師
会
軸
広
島
県
山
県
郡
芸
北
町
移
原
六
八
三
ｌ
一
美
和
診
療

所
内
、
電
話
○
八
二
六
’
三
八
’
○
○
二
一
、
上
巻
一
九
九
六
年
九
月
、

下
巻
一
九
九
三
年
四
月
、
Ａ
５
判
、
布
上
製
、
上
巻
七
三
二
頁
、
下
巻
七

三
四
頁
、
上
下
一
組
一
五
、
○
○
○
円
〕

珍
ら
し
く
、
内
容
は
既
発
行
の
他
の

貴
重
な
医
史
料
を
掲
載
し
て
い
る
。

て
な
ど
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
上
下
二
巻
の
彪
大
な
図
書
刊
行
は
、
全
国
的
に
み
て
も

ら
し
く
、
内
容
は
既
発
行
の
他
の
医
師
会
史
の
編
集
構
想
を
こ
え
て
、
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